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２０１２．０３．０３ 
三濃山シンポジウム基調講演 

 
 

 三濃山の魅力 
 

 
 
 
   この資料は、シンポジウムでの基調講演のプレゼンテーションで使用したパワー 
   ポイントを元にして加筆したものです。 
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01 十年前の私 

文学部の史学科を卒業して世界史で教員に採用されたものの、

いつの頃からか政治経済を主に担当するようになりました。ホ

ームページが作られ始めた頃、インターネットを利用した授業

用のプリントをホームページに公開していたら「それを本にし

ましょう」というメールが来て、書籍になったのが「高校生の

ための株式投資入門」。 

担当者とメールを何回かやりとりしてＣＤを送っただけで、

担当者と会ったこともないのに、本ができて書店で売られるよ

うになり、案外簡単に本は作られているのだなあと感動したこ

とを覚えています。 

当時は、高校生向けの株式投資解説本はこれしかなかったので、高等学校や公立の図書館

に多く採用されているようです。そこそこ売れたらしく、紀伊国屋の売り上げランキングに

載ったりして、何週間かランキングを楽しみに見ていました。 

この本は、私にとってもう過去のものなのですが、本作りのノウハウをこの本の作成作業

で蓄積できたことは大変な財産で、今も、相生関連の写真集の執筆・編集に役立っています。 

 

 

02 乾電池写真集 

「株式投資入門」に続

いて、作る計画だった本

が「想い出の乾電池」。 
 乾電池の写真を見な

がら、日本の電化＝近代

化を振り返ろうという

なかなかのコンセプト

だと思ったのですが。 
 上の写真は、ナショナルの乾電池を年代順に並べたものです。どの乾電池に親しみを感じるか

であなたが育った時代がわかります。私は、電池というとハイパー乾電池。ハイトップは新型の

高性能乾電池という印象を持っています。 
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03 フィールドワーク相生 
実家に祖父が残した一箱の古い写真があり

ました。十年ほど前、その写真をもとに播磨造

船所と相生の町の百年を調べ始めました。 
昔々、市立図書館で造船所の分厚い本を読ん

だことを思い出し、市立図書館にいってみると

「播磨造船所 50 年史」がありました。それか

ら、うちにあった平井漠先生の写真集を読み直

しました。 

この二冊はとてもよくできた本で、問題意識

を持って読むと情報が湧きでてきます。私は、この二冊の本によって、相生という町につい

ての基礎的な知識を身につけることができました。 

その町で生まれて育つということと、その町について知っているということとはまったく

異なるものだと感じながら、相生の町を歩いてまわり、だるま食堂・万亀食堂・日の出食堂

から魚佐・相生飯店・龍園・中華あさひなどを食べ歩きました。 

その頃、私が学年主任をしていた学年のバス旅行で、フィールドワークをしようというこ

とになり、近代日本の歩みを訪ねる一日というコンセプトで、相生に来ることになりました。

そのための下見で市内を歩き回っているうちに、いろいろ知り合いができ、この人脈は今も

役に立っています。 
 
 

04 ＨＰ「セピア色の港町」 

この頃、相生の町を歩きまわったり、

歴史を調べたりして作っていたＨＰが

「セピア色の港町」。 
初期は、「相生食べ歩き」とか「造船所

と相生」などを主な内容にしていました。 
その後、ＯＤＮからＬＯＬＩＰＯＰ、

そしてＹＡＨＯＯへと引越し、現在の、

「セピア色の港町」バージョンⅣは、写

真集のＰＤＦを中心に構成しています。 
かっては、ヤフーの登録サイトでアクセスも多かったのですが、今は、ほとんどアクセス

のない、忘れられたようなホームページになっています。 
 このＨＰを介して、相生まちづくり塾での講演を依頼されたことがきっかけで、相生まち

づくり塾（現在の相生いきいきネット）に参加することになります。 
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05 略史「千年の矢野荘」 
播磨造船所を原動力とする相生の近代化と発展から相

生の歴史を学び始めた私にとって、古代史や中世史は関心

の外にあったのですが、ある日、相生まちづくり塾の人と

話していて、「相生といえば、播磨造船所と矢野荘でしょ

う」という一言から、矢野荘について講演をすることにな

る。 
矢野荘は日本史のなかでも著名な荘園の一つで、こうい

うテーマで講演をしようなどというのは、専門家か素人と

いうことになります。私は、東洋史出身ですが中国やシル

クロードをテーマにした講演の依頼であれば、絶対に引き

受けません。幸い、日本史に関しては素人なので、「（おそ

らく引き受ける人はいないでしょうから）誰もいなければ、私がやりましょう」と気楽に引

き受けることにしました。 
その頃の私は、郷土史、なかでも、江戸時代以前の相生には何の知識もなかったのですが、

とりあえず相生市史を読み、「相生市史には、矢野荘のことをこのように書いてありますよ」

という講演と矢野荘略史を作ってみました。それが「千年の矢野荘」という小冊子です。 
  
 
06 初めて登った三濃山 
 矢野荘について講演するのに、矢野を

歩いたことがないのではどうにもなり

ません。とりあえず、相生市史に登場す

る地域を歩いてみましょうと、2007年の

夏、暑い日差しのなか、矢野・若狭野を

歩きまわりました。 

三濃山には、2007年 8月 4日に初めて

登ってみました。 

羅漢の里から一時間余り、求福教寺に到着したときの直感は「すばらしい、相生にも良い

ところがあるじゃないか」。上は、そのとき撮影した求福教寺観音堂と大避神社。寺院と神社

が並ぶのは、宇宙の真理である仏様が仮の姿である神様となって現れるという本地垂迹説に

もとづくもので、日本の古式の伝統を受け継いでいます。 
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07 三濃山の魅力 １広大な空間 
 三濃山はおもしろい山です。夏に登

ると、いろいろな動物や昆虫などに出

会います。初めて登った日は、鹿を見

て感動し、オニヤンマが縄張りを飛び

回るのを眺め、ヤマヒルに血を吸われ

といろいろおもしろい一日でした。 

個人的には、季節は冬、枯葉の絨毯

を踏んで歩くのが好みです。歩いて登

って、あちこち見て歩き、歩いて降り

るとちょうど一日楽しめます。 

 下は、昭和 23 年に米軍が高空から撮影した三濃山村の様子。日本全土が空中写真として記録さ

れた最初の写真です。この写真や右上の地図をもとに、中世の求福教寺の跡を探したり、近世の

三濃山村の田畑や屋敷跡を巡ったりして、歴史を偲んでいると一日楽しく遊ぶことができます。 
 ちなみに、求福教寺の周辺では、携帯電話が通じます。 
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08 三濃山の魅力 ２凝縮された歴史 
三濃山は、古代から現代まで、日本史を概説できるほどエピソードの豊富な山です。 
古代  秦河勝（秦氏の祖）の伝説      三本卒塔婆 
    恵便（蘇我馬子の仏教の師）の伝説  羅漢石仏 
    秦内麻呂が求福教寺を建てる 
    源義家が求福教寺を保護  三濃千坊 
中世  矢野荘が東寺領となる   東寺百合文書に郷土の様子が克明に記録されている 
    赤松則祐が感状山城で新田義貞を迎え撃つ  足利尊氏の室町幕府樹立に貢献 
近世  江戸初期 新田開発が進む  三濃山村が成立 
近代  通学に不便・商品経済の浸透により山上の生活に支障が生じ始める 
    高度経済成長期  相生市が造船所の活況に湧くなか廃村となる 

 
 
09大避神社の祭神 秦河勝 
現在の相生市は、矢野荘とほぼ同じ領域を占めています。中世の荘園がそのまま一つの自

治体として存続している極めて珍しいケースです。矢野荘は秦氏に関係の深い荘園で、三本

卒塔婆をはじめ三濃山の一帯には秦河勝にまつわる伝承が多く残されていますが、文献は乏

しかったのです。 

ところが、1964年、金春禅竹の能の秘伝書「明宿集」が偶然に発見されました。金春禅竹

は、河勝の矢野荘への漂着を次のように語っています。 
業ヲ子孫ニ譲リテ、世ヲ背キ、空舟うつほぶねニ乗リ、西海ニ浮カビ給イシガ、 

播磨ノ国南波尺師ノ浦ニ寄ル。蜑人あまびと舟ヲ上ゲテ見ルニ、化シテ神トナリ給フ。 

  

播磨ノ国南波尺師ノ浦は、ペーロン城の辺りにありました。 
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10秦河勝 史実と伝承 

 秦河勝は、秦氏の首領であり、能楽の祖とされています。ここで、秦河勝の二つの側面を

整理してみましょう。 

実在の河勝                  伝承の河勝 

（飛鳥時代）                （室町時代） 

新羅系の渡来人                能楽の祖   

聖徳太子のブレーン              世阿弥が秦氏と名乗る 

広隆寺を創建                   ＋ 

京都に経済的地盤を持つ            赤穂郡は古代から秦氏の勢力圏 

秦氏の子孫が平安遷都に協力した          ↓ 

                       河勝の漂着伝説 

 

古代の赤穂郡は、秦氏の勢力が強い地域でした。土地を開発した秦氏は、「土地が避ける

＝開拓する」ことから、大避神社を赤穂郡の各地に祭り、秦河勝を神として祀りました。

開発は矢野川流域から始まり、中世には苧谷川流域の開発事業が行われました。この事業

が中核になって、鳥羽上皇の寵姫美福門院領「矢野荘」が成立します。 

この鳥羽上皇・美福門院のグループと彼らに恨みを持つ崇徳上皇の対立が、保元の乱の

きっかけになり、日本中が源平合戦に巻き込まれ、鎌倉幕府が権力を確立する過程で、地

頭として海老名一族が矢野荘に赴任してくることになるのです。 

 

 

11播磨ノ国南波尺師ノ浦とは 

右は、元禄時代の相生湾の地図です。秦河勝

は、白鷺の鼻（杓子の浦）に漂着しました。 

下左は、相生中央公園、ペーロン城の向かい

側辺りにある秦河勝漂着説の碑、下右は、那波

の大避神社と白鷺の鼻です。60 年代の写真で

は松並木がありましたが、現在は芝生になって

います。 
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12大正時代の南波尺師ノ浦 

古老は、白鷺の鼻を杓子の鼻と

も呼んでいたといいますが、ペー

ロン城やマックスバリューがある

現状から当時の姿を思い浮かべる

ことはできません。 

 しかし、昨年、オークションで

一枚の古絵葉書を入手しました。

西出町の社員社宅の周辺が写って

います。 

 この写真を見ると「杓子」とい

う地名がわかるような気がします。 
 ここ十年ばかり、相生の古い写真や絵葉書を見続けた結果、「相生の古写真」という分野で

は「専門家」といえるようになってきました。古い写真を見たい見たいと念じていると、時

として神様がこのような写真に出逢わせてくれます。 
 
 
13矢野と相生 

 現在、矢野という地名は、相生市北部

の矢野町を指して使われていますが、矢

野荘と相生市がほぼ同じ領域にあること

からもわかるように、明治時代まで、矢

野という地名は、相生市全域を指してい

ました。 
 矢野は、秦河勝が高取峠から射た矢が

飛んだところという意味で、それまでの

八野が矢野と表記されるようになったと

されています。 
 三濃山の頂上から見ますと、感状山を始めとする山々が重なり、その向こうに相生湾が見

えます。海沿いに、鰯浜と造船所のクレーンが見え、おわん島、そして家島が海に浮かんで

います。この景色を見ると、矢野荘＝ほぼ相生市全域ということが実感できます。 
 明治になって、江戸時代の村々をあわせて行政村を作ることになったとき、矢野荘の北部

地域が「矢野村」と名乗ることを決定しました。矢野荘中部の村々は「それはないだろう」

と抗議したのですが、しかたなく若狭野陣屋から村名をとり「若狭野村」になりました。 
ちなみに、相生という地名は、鎌倉時代に相模の海老名から矢野荘に地頭として赴任して

きた海老名一族が、「相模生まれ」から「相生」の文字をとり、大浦の「おう」という発音に

あてて作りました。海老名一族は、相生・那波・陸など矢野荘浦分（南部）に勢力をもち、

那波の八幡神社・相生の天満神社・旭の厳島神社を創りました。 
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「相生」は「おう」「あいおい」の二つの発音が混在して用いられていましたが、相生町と

那波町の合併による（大）相生町が相生市になり、戦後、旧矢野村・旧若狭野村等と合併し

て現在の相生市になりました。そして、できあがった相生市の市域は、ほぼ矢野荘と同じ領

域を占めています。 
 
 

14秦河勝の漂着 

金春禅竹の「明宿集」に話を戻します。 

業ヲ子孫ニ譲リテ、世ヲ背キ、空舟うつほぶねニ乗リ、西海ニ浮カビ給イシガ、 

播磨ノ国南波尺師ノ浦ニ寄ル。蜑人あまびと舟ヲ上ゲテ見ルニ、化シテ神トナリ給フ 

この記述について、京都市歴史資料館の井上満郎館長は、風姿花伝と明宿集の秦河勝播磨

漂着譚について、「人物叢書秦河勝」のなかでこう書いています。 

私は「秦河勝が坂越の地に流されたことは、ほぼ確実」（梅原猛氏『翁と河勝』）だとは、“史

実“という観点ではまったく思わない。後世の人がそのように認識し、信じていたことは伝承

として大切なものだが、あくまでそれは創作伝承なのである。この創作がなされた背景にはき

わめて重要で興味深い“歴史”がたしかに存在するが、秦河勝という実在の歴史上の人物を考

える本書においては、ここまでで考察をとどめておきたい。 

金春禅竹がこの創作を行った背景にあるきわめて重要で興味深い“歴史”とは何でしょ

うか。 

ここで、金春禅竹が秦河勝の票着地を播磨ノ国南波尺師ノ浦にしたことについての、私

の思いつきを述べます。この講演は、私が収集した一次資料と、小林楓村先生の記述や相

生市史のような信頼できる文献を素材にして構成していますが、今から述べることだけは、

何の裏づけもない思いつきです。 

 足利義満（春王）は 1358 年に生まれました。1361 年、南朝の楠木正儀らに京都を占領

され、義満は赤松則祐の居城播磨国白旗城へ逃れ、一年間を過ごしました。白旗城で、幼

い義満のために演じられた田舎風流が、室町幕府に受け継がれて「赤松囃子」となり、室

町幕府が能楽を保護する契機になります。 

ところで、幼い義満はどのルートを通って白旗城に来たのでしょうか。義満は海路、相生

湾に到着し、赤松氏の那波浦城（図書館や那波中学校のある辺り）に上陸し、感状山城から

三濃山を経て、鞍居を通って白旗城へ入ったと考えることができます。金春禅竹は、能の始

祖を秦河勝とし、自分たちを秦一族と位置づけるなかで、赤穂郡で秦河勝が広く信仰されて

いる事実と足利義満の相生湾到着をもとに、「空舟うつほぶねニ乗リ、西海ニ浮カビ給イシガ、

播磨ノ国南波尺師ノ浦ニ寄ル」という文章を創ったのではないかと思うのです。 
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15求福教寺の歴史Ⅰ 

求福教寺の創建について、弘法大師が伽藍

を建設しようとしたが土地が狭かったので

高野山に移ったという伝承があります。 
 史実としては、貞観六年（864）、赤穂郡

司秦内麻呂が秦河勝を偲んで創建したとさ

れており、小林楓村・福田眉仙の両氏とも、

この説を採用されています。 
平安時代の後期、求福教寺は源義家の保護

を受けて繁栄し、三濃千坊といわれました。 

右は、福田眉仙が描いた求福教寺壮観図です。 

求福教寺は、三濃千坊といわれるほどの伽藍を擁し山岳仏教の聖地として栄えましたが、

保元平治の乱で平家の焼き討ちにあい、鎌倉時代には徐々に衰退していきます。 

 南北朝から室町時代になると、上郡を本拠とする赤松氏の勢力が伸張してきます。なかで

も赤松則祐が感状山城で新田義貞の大軍を釘付けにして九州に敗走していた足利尊氏が勢力

を挽回する時間を稼いだことは、足利尊氏の勝利に大きく貢献しました。 

 

 

16求福教寺の歴史Ⅱ 

戦国時代になると、求福教寺は衰退して無住の寺になり、観音堂だけが残って三野山観音

寺とよばれるようになります。 

 戦国時代は、鉱山開発・城郭建築などで土木技術が発達しました。江戸時代になる、この

土木技術を応用して、全国的な新田開発が進みます。三濃山頂の平地にも、新田開発の波が

及びます。また、能下道での鉱山開発で大勢の人たちが三濃山にやってきました。鉱山の賑

わいは、三濃千軒として伝えられています。 

三濃千軒の賑わいは一時的なものでしたが、新田開発は着実に進み、新しい村「三濃山村」

が成立しました。18世紀、鞍居の人たちが西谷に田畑を開き、やがて定住しました。19世紀

になると、森の人たちが東谷へ進出し、西谷の人たちに合流して三濃山村が成立します。幕

末の石高は、37石に達しました。 

江戸時代の三濃山村の信仰は以下のようになっていました。 

 村の神社  荒神社 

 村のお寺  観音寺（求福教寺） 

 檀家    西谷は鞍居の浄光寺  観音寺（真言宗）は、浄光寺（真宗）の末寺に 

東谷は森の光専寺  
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17求福教寺の歴史Ⅲ 

江戸時代から明治時代へ時代は移りますが、60年に一度挙行される求福教寺の本尊「千手

観音菩薩」の本開帳、その中間 30年目に挙行される中開帳は受け継がれていきました。 

昭和 3年（1928）、盛大に催された本開帳が矢野に残したものを見ていきます。 

①菅谷の鳥居 

昭和 3年の本開帳を記念して、三濃山村が

古山陽道沿いに山王神社の鳥居を建立しま

した。三濃山に上らなくても、この鳥居から

山王権現に参拝することができます。 

 

 

②福田眉仙 往古求福教寺壮観図   

歴史民俗資料館藏 
掛け軸の上の方に、往古求福教寺壮観図を描いた

動機が書いてあります。 
 私は今に残る坊跡から全盛時代の三濃山を夢想し

た。そして、同じ密教である高野山と、河内の観心

寺を訪ね、その風俗を和して往古の壮観を描いたと

述べたあと 
「本開帳会を記念し、登山崇拝の善男善女と共に過

去約八百余年前の求福寺を追憶せんとす 
昭和三季四月」 

と記しています。 
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③矢野村名所史蹟案内略図 
「昭和三季四月於六甲山荘」眉仙図之という

表現は、矢野村名所史蹟案内略図の右隅に書

かれているという文字と同じです。表に緑の

インクで地図が、裏に黒のインクで矢野村の

史跡の解説が印刷されています。 
この略図も、福田眉仙が本開帳にやって来

る人のために描き、矢野村史談会が印刷して

配布したもののようです。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④坂本喜代治氏が奉納した絵馬 
 能下の坂本喜代治氏は、日本総華綱という

最高の免許を取得した華道の師匠です。 
 右は、本開帳での坂本社中の立華を写真に

した絵馬。 
 詩人の坂本一路氏は、父親の喜代治氏を次

のように歌っています。 
雪が降るのに  蓑笠つけて 
破れ手拭い   頬かむり 
あれは喜代はん どこへ行く 
飯より好きな  華の道 
何の寒かろ   冷たかろ    

喜代はんはどこへ行ったのだろうと考えていると、小林楓村先生がちゃんと書いていてく

れました。坂本喜代治氏の華道の師匠は小野豆の平山勝平氏です。「飯より好きな 華の道」

だからこそ、雪の降る日に能下から小野豆まで通えたのでしょう。 
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18文福茶釜 

求福教寺の寺宝、文福茶釜です。藤田正男氏が保管されて

いましたが、今は、歴史民俗資料館にあります。 
昔話の文福茶釜は、動物の恩返しの話で、館林の茂林寺に

ある分福茶釜の伝説をもとにしています。では、求福教寺の

茶釜がどのようにして文福茶釜とよばれるようになったので

しょうか。 
小林楓村先生が「相生史話」でこう書いています。 

「当寺に秦川勝の愛し所持していたという文福茶釜がある。

昔は鳴り錐子といっていたのを福田眉仙が改名した。世に稀

なるものであるが狸の伝説はない。」 

 私は、この文章から、芸術家の眉仙先生がひらめきで文福茶釜と名づけ、歴史家の楓村先

生が「そんなことをしていいのか」と言っているように感じて微笑ましいのですが。ちなみ

に、眉仙先生は明治 8年生まれ、楓村先生は明治 19年生まれです。 

 
 
19三濃山村の解体と求福教寺 

 
 
 
 
 
 
 
 

 左は、昭和 32 年の東谷。橋本一彦氏が撮影しました。住民の姿も写っています。右は、    

昭和 38 年の西谷。木下充造氏の撮影です。この頃、三濃山村は危機を迎えていました。その

理由を考えてみます。 

 歴史を振り返ると、江戸時代、山上の開発が進み三濃山村と黒蔵村が成立しました。この

頃はほぼ自給自足の経済でしたが、山上の暮らしは案外豊かであったと言われています。ま

た、山を越えた村へ行く交通路が整備されていました。 
 明治時代になって、小学校が平地に開校すると、子どもたちの通学が負担になってきます。 
 大正時代になると、灯油などの商品経済が拡大します。この時期に、黒蔵から人が去りま

した。しかし、三濃山村は人口を維持し、戦争中の食糧難の時代を乗り切りました。 
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 三濃山村が危機に陥ったの

は、昭和 30 年代の燃料の転換

でした。薪・炭からガス・電気

に燃料が代わったことにより、

炭・薪の生産が減少し、村は現

金収入を失いました。左の相生

市制要覧を見ますと昭和 32 年

頃から木炭・薪の生産が急減し

たことがわかります。  
 
 一方、タンカーを主力としていた播磨造船所は好況に沸き、造船所に勤める農家の男性が

増加しました。三濃山から造船所等の工場に通勤するためには何時間もかかることから、村

を離れる人が増えていきました。そして、1963 年（S38）、村は荒神祭りの道具など村の財産

を各戸に分配し、村中の楽しみであった荒神祭りは行われなくなりました。相生市史は、こ

れをもって三濃山村は精神的に解体したと述べています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 左は、昭和 38 年（1963）頃、木下充造氏が撮影した観音堂です。このとき、まだ東谷に

も西谷にも住民が住んでいました。右は、昭和 45 年（1970）頃に鈴木豊彦氏が撮影した観

音堂です。このときには、西谷からは既に人が去り、東谷に少し住民が残っていました。観

音堂は屋根が朽ち始めています。そして、昭和 48 年（1973）、最後まで残っておられた東谷

の長井さんが村を離れ、三濃山村は廃村になってしまいます。このまま放置されていたら、

求福教寺も荒れ果てて廃寺となってしまったかもしれません。 
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今の観音堂と大避神社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20金川博之氏による伽藍修復 

 金川博之氏は、上郡の金出地で帽子工場を営んでいました。信仰心の厚かった氏は朽ちか

けた求福教寺の修復に私財を投じました。本堂の屋根を銅板に改修し、山王権現を再建、境

内を整備しました。三重の塔の再建も考えておられたようです。現在、金川氏の遺志を継い

だ有志によって、求福教寺は守られています。 
 
 
21三濃山村を歩く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      

 

 
 上の二枚は、西谷の民家跡の現状です。2012年 2月撮影 
 下左は西谷の水田跡。2010年 4月撮影 
 下右は能下道ですが、かなり荒れています。2007 年夏撮影 
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22終わりに 
 三濃山は、今では登る人が減っているそうで

す。私は、ここ数年、三濃山に登るようになっ

たのですが、冬季には一日歩き回っても誰にも

会わないことがあります。 
 
 最後に、私の感じている三濃山の魅力をまと

めて講演のまとめにしたいと思います。 
①広い空間 
②凝縮された歴史 
③タイムカプセルのように残った村 
④自動車が入ってこない静けさ 
⑤そして信仰 右は、毎月 18日の読経の日の弁

天社の様子です。 

 

 

 

 三濃山村が廃村になって約 40年、三濃山と求福教寺は金川氏とその遺志を継ぐ有志の方々

によって守られてきましたが、矢野町そして相生市の象徴として三濃山村復興プロジェクト

を考えたらよいのではないかと思います。 

 とりあえず、2019年の中開帳に向け、民間で荒神社の再建を 

 そして、市には市道とＷＣの整備をお願いして、もっと多くの人が三濃山に登るようにな

ることを望みます。 
 
 
 
 
 


